
 

（第２号様式）   
令和６年５月24日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢清流高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・主体的・対話的で深

い学びを実施し、生

徒の思考力、判断力

の伸長を図る。 

・生徒の興味関心や進

路に応じた科目選択

が可能となるようカ

リキュラム・マネジ

メントを進める。 

①授業評価の結果分析等

を活用しつつ、その他

の情報収集等も積極的

に行ったうえで、校内

研修に生かし、授業改

善に繋げる。 

②再編統合を視野に入

れ、単位制普通科の教

育課程の在り方を検討

し、現在の科目体形や

履修形態を見直す。 

①教科内または学校全体

で、各科目の指導計画と

生徒による授業評価の結

果を分析する。 

②新教育課程全面実施に対

応した大学入試の動向を

見据え、単位制の特色を

生かした履修モデルの作

成、生徒個々の進路に応

じた選択科目などの履修

指導を行う。 

①指導と評価の一体化を図

り、生徒の学習改善・教

員の指導改善に繋げるこ

とができたか。 

②生徒一人ひとりの興味関

心や進路実現を踏まえた

適切な科目選択ができた

か。 

 

 

 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・生徒の規範意識及び

自己認識力と他者尊

重の意識向上を図る

ための組織的な取組

体制の構築。 

・教育相談体制の充実 

・生徒の主体的な活動

を通じて社会性や豊

かな人間性を培う指

導・支援体制の構築

を図る。 

①ルールや身だしなみを

中心とした指導を継続

的に行うとともに、ソ

ーシャルスキルが高ま

る指導を行っていく。 

①生徒の抱える課題の多

様化に対して対応でき

る相談体制の充実を図

る。 

②生徒の主体的な活動を

支援するための校内体

制を構築する。 

①登校指導、服装頭髪指導

や交通安全指導、毎日行

う巡回指導の中で、規範

意識の向上やソーシャル

スキルアップを図る。 

①SC,SSW と教育相談担

当、担任及び各年次団と

の生徒情報を定期的に共

有しながら、ケース会議

等、生徒相談体制を組織

的に展開する。 

②特別活動の活性化を図

り、生徒の主体的な参加

を支援する。 

 

①各指導が計画的に展開さ

れ、生徒の規範意識の向

上やソーシャルスキルア

ップに繋げることができ

たか。 

①SC.SSW と連携しながら

教育相談担当、各年次団

と生徒情報をケース会議

等で共有しながら生徒相

談体制を組織的に展開す

ることができたか。 

②行事、部活動等への生徒

参加状況や実施結果に対

する生徒の意見集約など

を通し、事業の在り方を

検証できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

・キャリア教育を通

じて、自らの課題

に向き合える力を

育成する。 

・組織的な進路指導

を行うことによ

り、生徒のキャリ

形成や進路希望実

①各年次の目標を明確に

し、課題解決のための

知識・能力の向上を図

る。 

②個別カウンセリングや

導入している学習ツー

ル等の効果的な活用方

法を検証する。 

①キャリアガイダンス等を

活用し、進路実現に向け

た意識づけを行う。 

②外部ツールの活用によ

り、主体的な学びを伸長

する。 

 

 

①生徒のニーズに応じたガ

イダンス等の実施ができ

たか。 

②外部ツールの活用による

効果を、教科学習等にも

生かすことができたか。 

 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

現を支援する。 ②オンラインを使用したポ

ートフォリオの作成及び

その活用を検証し、生徒

の日頃の学びやキャリア

形成に繋げる。 

②ポートフォリオの内容等

から科目選択や日頃の学

習活動とが連携できた

か。 

４ 地域等との協働 

・地域との協働を活

性化し、地域とと

もにある学校づく

りを推進する。 

・地域貢献活動や近

隣校との交流等を

通じた、開かれた

学校づくりを推進

する。 

①学校運営協議会の場や

地域資源を活用した教

育プログラムの開発や

推進等、学校と地域の

関係構築を進める。 

②地域のニーズも踏まえ

ながら、活動内容を精

査し、地域貢献の促進

を図る。 

①学校運営協議会等、外部

の視点が入る場を活用

し、学校広報や学校運営

等の活性化に繋げる。 

①ホームページを中心に本

校の情報発信を進める。 

②三校交流等の機会を活用

し、本校生徒の地域参加

を促進する。 

 

①学校説明会等の参加状況

や学校運営協議会での意

見等を教育活動に反映さ

せることができたか。 

①ホームページ等でタイム

リーな情報発信を行えた

か。 

②交流事業始め、地域等校

外の活動にも生徒の視点

を向けることができた

か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・安全管理体制の強化

や個人情報の適切な

管理取扱いを遵守す

る。 

・学校運営の効率化を

図り、教職員が働き

やすい環境を整備

し、事故不祥事防止

や教育活動の充実に

つなげる。 

 

①各種マニュアルや管理

体制の見直しを常時行

う。 

①業務内容の精選ととも

に、効果的な情報機器

の活用等を一層進め

る。 

②施設の老朽化対策を推

進する。 

 

①防災及び危機管理マニュ

アル等を学校安全・地域

防災の両視点から必要に

応じ改訂する。 

①グループ等の業務内容の

精選や人材育成の視点も

視野に入れた校務運営に

留意する。 

②再編統合も視野に入れ関

係機関と調整を図る。 

①マニュアルの随時更新や

その内容の共有を図る。

地域の防災訓練等の参加

や協力を通し、地域防災

の中の学校の在り方を確

認する。 

①業務内容を適切に精査で

きたか。 

②必要な対策等を実現し、

再編統合も視野に入れた

対応を検討できたか。 

     

 

 


